
  
 

マウスクリックするときにどこを見ているのか？ 
 

高橋圭一†1 
 
概要：我々はマウスクリックするときにその場所を見るという前提条件を利用して，視線追跡装置から得られる注視

点座標を補正する手法を研究している[1]．この前提条件を利用した既存研究はあるものの[2][3]，その実態を確認し
た研究は少ない．そこで本研究では，モニター上のターゲットをクリックするときに人がどこを見ているのか大学 7
人による被験者実験により調査した．実験結果より，クリック時にクリック座標から 100ピクセル以内の領域を注視
したのは全クリックの約 17%であった．  

 

Where Do You Gaze at When We Click the Mouse? 
 

KEIICHI TAKAHASHI†1 
 
Abstract: We are studying a method to adjust gaze coordinates obtained from eye tracking device by using the precondition that 
we gaze at the mouse click position when clicking the mouse[1]. Although there have been some researches utilizing the 
precondition[2][3], few studies have attempted to confirmed the precondition. Therefore we investigated where the operator is 
gazing at when clicking the mouse on the monitor with 7 our university students. The result of an experiment showed that research 
participants gaze at the area within 100 pixels from the click coordinates was approximately 17%. 

 

1. はじめに     

	 我々はマウスクリックしたときにその場所を見るという

前提条件を利用して，視線追跡装置から得られる注視点座

標を補正する手法を研究している[1]．この前提条件を利用

した既存研究はあるが[2][3]，その実態を確認した研究は少

ない．本研究では，モニター上のターゲットをクリックす

るときに人がどこを見ているのか調査する． 

2. 調査方法 

2.1 概要 
	 マウスクリック時のモニター上の注視点座標とマウスカ

ーソルの座標をそれぞれ𝑝"#$%	，	𝑝'()*%	とし，その 2 点間

のユークリッド距離を𝑑,-.,/とする．被験者にターゲット群
をクリックしてもらい𝑑,-.,/を収集することにより，クリッ
ク時にどこを見るのかを分析する． 

	 一方，モニター上のターゲットをクリックするときには，

クリックする以前にターゲットを見てその位置を確認する

はずである．この注視点についても合わせて調査する．タ

ーゲットの位置を確認するために注視したタイミングを知

ることは困難である．本研究では，クリック前の一定期間

内（本稿では 2秒とする）にクリックした座標に最接近し
た注視点の座標𝑝0%#1%*2	を被験者がターゲットを実際に注

視した座標とみなす．また，𝑝0%#1%*2	と	𝑝'()*%	間のユークリ
ッド距離𝑑0%#1%*2を求める．なお，本研究の注視点は視線追
跡装置から得られた座標群から速度ベースの固視検出アル

ゴリズム I-VT[4]を用いてフィルタリングした座標とする． 

2.2 実験環境 
	 実験用システムの構成を図 1に示す． 
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図 1 実験システムの構成 

Figure 1 Configuration of the experimental system 

デスクトップに 19インチ TFTモニター(解像度:1280×1024)，

キーボードとマウスを接続し，USB3.0経由で視線追跡装置

を接続する．視線追跡装置として The Eye Tribe 社の The 

Eye Tribe Tracker（以降 TETと略す）を採用する．TETの

サンプリング周波数は 30Hz（上限は 60Hz），正確度は 0.5°，

精密度は 0.1°である．被験者は本学科の 3 年生 7 名であ

る．7名のうち 2名が裸眼，3名が眼鏡使用，2名がコンタ

クトレンズ使用である．  

2.3 実験手順 

	 まず TET の付属ソフトウェアでキャリブレーションし，

目視によりキャリブレーションの十分性を被験者自身で確

認する．その後，モニター上に図 2のように配置したマー

カーを 1つずつ表示し，そのマーカーをマウスでクリック

してもらう．この操作を間をおかずに 5回連続して合計 45

回クリックしてもらう．マーカーの表示順はランダムとす

る．マーカーは直径 20ピクセル（視野角 1°相当）の白色

で塗り潰した円である．被験者がマーカーをクリックする

たびに𝑑,-.,/と𝑑0%#1%*2を求めて記録する．  
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図 2 実験中にクリックするマーカー配置 

Figure 2 The position of markers to mouse click 

3. 結果 

	 被験者 1人あたり 45個のクリック座標が得られるため，

被験者 7人から 45×7個のクリック座標が得られるはずで

ある．実験の結果，945個のクリック座標が得られた．1つ

のマーカーをクリック成功するのに平均で 3回クリックし

たことを示している．図 3に𝑑,-.,/のヒストグラムを示す．
最左の階級は𝑑,-.,/が 100ピクセル以下でその頻度は 164で

あるが，100 ピクセル以下を「クリック時にクリック座標

を見た」と考えるとクリック全体の約 17%がクリック時に

クリック座標を見たことになる．  

	 次に𝑑0%#1%*2のヒストグラムを図 4 に示す．最右の階級

は𝑑0%#1%*2が-0.1 秒であるがその頻度は 88 とクリック全体

の約 9%であり，範囲を-0.5秒まで広げると頻度は計 243と

なり全体の約 26%を占めることがわかった．  

	 続いて，クリック座標に注視点が最接近したタイミング

とそのクリック座標からの距離の散布図を図 5に示す．図

中の右下の枠内はクリックの 0.5 秒前までにクリック座標

に最接近した距離が 50 ピクセル以内のデータである．こ

の領域はクリック全体の約 4%を占めることがわかった．  

4. まとめ 

	 本研究では，クリック時に人がどこをみているのか視線

追跡装置を用いて調査した．実験結果より，クリック時に

クリック座標から 100ピクセル以内の領域を注視したのは

クリック全体の約 17%であった．今後，さらにこの内訳や

その要因について分析を進めていきたい．  
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図 3	 クリック時のクリック座標から注視点座標までの距

離 

Figure 3 Distribution of distance from the click coordinate to the 

gaze coordinate 

 

図 4	 クリック時を基準としてそれ以前に注視点がクリッ

ク座標に最接近したタイミング 

Figure 4 Distribution of the difference between the time of 

mouse click and the time when the gaze coordinate makes 

closest approach to the click coordinate 

 

図 5	 クリック座標に注視点が最接近したタイミングとそ

のクリック座標からの距離 

Figure 5 Correlation between time and distance when the gaze 

coordinate makes closest approach to the click coordinate 
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